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◇
実
施
日 

 

１
０
月
７
日
（
土
） 

 
 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
湯
川
一
郎
、
濱
野
兼
吉
、
阪
口
雄
二
、
中
前
偉
、

西
克
、
梶
野
照
雄
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
畑
林
清
子
、
高
階

美
根
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
１
名 

 

今
年
の
１
月
９
日
、
１
０
日
に
新
十
二
支
会
の
例
会
が
長
野
県
飯
田
市
近
郊

の
卯
月
山
で
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
前
夜
祭
で
堀
会
長
か
ら
「
来
年
は
伊
勢
の
龍

仙
山
で
行
う
。
つ
い
て
は
山
彦
さ
ん
に
下
見
を
お
願
い
し
た
い
。
」
と
の
依
頼

が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
下
見
山
行
を
１
０
月
か
１
１
月
に
実
行
し
よ
う
と
考

え
、
山
彦
の
１
０
月
行
事
と
し
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
１
１
名
の
参
加
で

実
行
し
た
。 

 
 

 
 

 

駐
車
場
を
出
る 

 
 
 

 
 

舗
装
道
を
歩
く 

 
 
 

 

神
籠
石
の
案
内 

 

過
去
の
十
二
支
会
例
会
の
記
録
を
調
べ
て
み
る
と
一
度
だ
け
こ
の
南
伊
勢

町
の
龍
仙
山
に
登
っ
て
い
る
。
第
４
１
回
（
４
巡
目
の
第
５
回
）
２
０
０
０
年

（
平
成
１
２
年
）
１
月
に
行
わ
れ
、
当
ぐ
る
ー
ぷ
か
ら
は
玉
岡
、
山
上
、
大
江

夫
妻
、
戸
石
の
５
名
が
参
加
、
総
勢
８
３
名
で
大
盛
会
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

さ
て
７
日
朝
、
新
宮
組
８
名
は
６
時
４
５
分
に
沖
崎
、
大
江
の
２
車
で
出
発
。

予
定
通
り
１
時
間
１
５
分
で
長
島
、
道
の
駅
ま
ん
ぼ
う
に
着
い
て
西
、
高
階
両

氏
と
合
流
、
さ
ら
に
そ
の
先
も
予
定
通
り
走
行
し
て
、
１
時
間
で
集
合
場
所
の

町
立
南
伊
勢
病
院
の
駐
車
場
に
着
い
た
。
着
い
て
は
み
た
が
何
か
お
か
し
い
。

海
岸
線
に
近
い
し
駐
車
場
も
狭
い
。
湯
川
君
が
事
前
に
調
べ
て
く
れ
た
漢
字
と

は
違
う
。
梶
野
君
に
電
話
を
し
た
ら
、
病
院
の
玄
関
前
駐
車
場
で
待
っ
て
い
る

と
い
う
。 

こ
の
病
院
に
は
旧
館
と
新
館
が
あ
っ
て
、
我
々
は
旧
館
を
ナ
ビ
に
登
録
し
て
い

た
よ
う
だ
。
す
ぐ
に
新
館
に
向
か
い
３
～
４
分
で
梶
野
君
と
合
流
し
た
。 

病
院
北
側
の
広
い
駐
車
場
に
移
動
し
、
午
前
９
時
３
０
分
に
歩
き
始
め
た
。
右

上
方
に
見
え
る
焼
却
場
を
見
送
り
山
腹
に
沿
っ
て
伸
び
る
舗
装
道
路
を
歩
く
。

右
手
は
自
然
林
、
左
手
の
南
向
き
斜
面
に
は
ミ
カ
ン
畑
が
点
在
し
て
い
る
。
こ

の
ミ
カ
ン
畑
の
た
め
に
舗
装
さ
れ
た
農
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
ば

ら
く
歩
く
と
大
き
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
た
め
池
が
あ
っ
た
。
山
頂
か
ら
の
下

山
路
に
も
同
じ
よ
う
な
た
め
池
が
複
数
あ
り
、
か
つ
て
は
ミ
カ
ン
畑
の
灌
漑
用

に
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
現
在
は
機
能
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。 

舗
装
さ
れ
た
農
道
か
ら
右
手
の
未
舗
装
作
業
道
に
入
る
。
少
し
先
に
神
籠
石
の

説
明
板
が
あ
る
。
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
の
よ
う
に
並
べ
ら
れ
た
石
が
見
え
る
が
、

何
時
、
誰
が
、
何
の
た
め
に
並
べ
た
の
か
。
色
々
な
説
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
時

代
も
性
格
も
全
て
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

１
０
分
ほ
ど
歩
く
と
作
業
道
を
外
れ
て
山
道
に
入
る
。
こ
こ
ま
で
要
所
々
に



オ
レ
ン
ジ
の
標
識
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
山
道
に
入
る
と
等
高
線
に
直
角
の
登

り
と
な
る
。
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
落
ち
葉
が
積
も
っ
て
大
変
滑
り
や
す
い
。
足
元
を

注
意
し
な
が
ら
ジ
グ
ザ
グ
に
登
っ
て
や
っ
と
山
頂
に
着
い
た
。 

 
 

 
 

 

こ
こ
か
ら
山
道
に
入
る 

 
 

龍
仙
山
山
頂 

 
 
 
 

 
 

 
五
ケ
所
湾 

 

山
頂
か
ら
は
３
６
０
度
の
素
晴
ら
し
い
眺
望
が
望
め
、
絵
に
か
い
た
よ
う
な

眺
め
だ
。
南
に
は
五
ケ
所
湾
と
太
平
洋
が
、
北
に
は
牛
草
山
や
大
台
、
鈴
鹿
の

山
々
が
見
渡
せ
る
。
標
高
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
の
で
地
上
部
が
は
っ
き
り
と

見
え
、
病
院
駐
車
場
に
停
め
た
車
も
確
認
で
き
た
。 

山
頂
に
か
け
る
万
歳
、
を
行
い
昼
食
タ
イ
ム
。
風
は
無
く
日
差
し
も
あ
っ
て
暖

か
い
。
山
頂
に
大
日
如
来
、
役
行
者
、
不
動
明
王
の
像
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
大

日
如
来
し
か
い
な
か
っ
た
。 

山
頂
に
４
０
分
ほ
ど
滞
在
し
て
下
山
す
る
。
帰
り
道
は
反
対
方
向
、
船
越
地
区

へ
の
道
を
辿
る
。
４
分
位
で
鳥
居
が
現
れ
そ
の
先
に
役
行
者
と
不
動
明
王
が
祀

ら
れ
て
い
た
。
大
き
な
石
板
を
組
ん
で
作
っ
た
祠
の
中
に
石
像
が
置
か
れ
て
い

る
。
か
な
り
古
い
も
の
で
、
こ
こ
が
信
仰
と
修
験
の
山
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て

い
る
。 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 

鳥
居
が
現
れ
る 

 
 
 
 

不
動
明
王
石
像 

こ
こ
か
ら
は
尾
根
を
離
れ
て
下
る
一
方
に
な
る
。
道
幅
も
広
く
整
備
も
さ
れ
て

い
る
。
標
識
に
本
道
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
ル
ー
ト
が
参
詣
道
と
し

て
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
だ
ろ
う
。 

 

１
月
の
新
十
二
支
会
例
会
で
も
こ
の
ル
ー
ト
を
使
っ
て
の
ピ
ス
ト
ン
を
提

案
し
た
い
。 

 

中
前
君
は
今
日
や
や
お
疲
れ
の
よ
う
で
、
舗
装
路
に
出
た
と
こ
ろ
で
沖
崎
、

阪
口
、
中
前
の
３
名
が
待
機
し
、
徳
子
ち
ゃ
ん
の
お
迎
え
で
病
院
駐
車
場
に
戻

っ
た
。 

 
帰
り
道
、
梶
野
君
が
船
越
の
登
山
口
で
写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
、
地
元
の
高

齢
女
性
が
話
し
か
け
て
き
て
約
３
０
分
話
を
し
た
そ
う
だ
。
女
性
の
ご
主
人
は

元
校
長
先
生
で
、
案
内
図
や
標
識
の
設
置
に
尽
力
し
た
と
言
う
。
現
在
で
も
船

越
地
区
の
人
が
年
に
一
度
登
っ
て
、
山
頂
で
お
祭
り
を
続
け
て
い
る
そ
う
だ
。

ご
子
息
は
年
に
数
回
登
山
道
（
本
道
）
の
整
備
も
行
う
が
、
我
々
が
登
っ
た
焼



却
炉
か
ら
の
道
は
歩
く
事
が
な
い
そ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

下
る
（
本
道
、
参
詣
道
） 

 

駐
車
場
に
帰
着 

 
 
 

 
 

 

今
日
の
ル
ー
ト 

 

３
日
後
、
堀
会
長
に
下
見
の
報
告
書
を
送
っ
た
。 

 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

09

：20

南
伊
勢
病
院
駐
車
場

09

：30

→10

：27

神
籠
石
→11
：22

龍
仙
山

12

：04

→12

：12

鳥
居12

：22

→12

：46

船
越
分
岐
→13

：50
南
伊
勢
病
院

駐
車
場 

 


